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４月18日（木）に実施された、新入生の交流イベント
に対する感想を学生に書いてもらいました。限られた紙面
ですが、学生の声をご紹介します。

★ 感想文で交流会を振り返る！

●田辺愛弥（水戸桜ノ牧高卒）さん
今回の交流イベントは、色々な経験をすることが出来ま

した。まず山ビンゴでは、クラスの人と協力しながら数字
を見つけていくことが出来ました。想像していたより山道
で自分の体力のなさを痛感しました。また、虫が思ってい
たより多く、かなり大変でした。しかし、クラスの人と仲
がより深まったと思います。入賞することはできなかった
が、いい経験が出来たと思います。カレー作りでは、別の
クラスの人もいて少し緊張していました。しかし、みんな
で協力し合い、無事にカレーを作ることが出来ました。私
はご飯の担当になり、あまり家事をしないので不安でした
が、うまく炊くことが出来ました。そして、別のクラスの
人とも話をし、仲良くなることが出来ました。今まで
コロナで集団での行事はできなかったのでとても良か
ったです。これからももっと交流していきたいです。

●古川瀧真（佐和高卒）さん
山ビンゴでは、話したことがない同じクラスの人達と森

の中を歩き回り、数字を18個見つけられたけど１ビンゴ
しか達成できなかったのが申し訳ない気持ちになった。で
も、話したことがないグループの人たちとも沢山話せたの
で良かった。カレー作りでは、他のクラスの初めて話す人
たちと同じグループになりとても緊張したが、役割分担し
協力してどのグループよりも早くカレーが作れました。と
ても美味しくカレーが出来て、話したことのな
い人たちとも仲良くなりました。「Respect」を意
識してクラスの人達や他のクラスの人達、先生方と
楽しく過ごせた交流イベントでした。今後学校でも積
極的に沢山の人たちと関わって話していこうと思った。
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●村澤伸哉（勝田工高卒）さん
・・・将来、ITエンジニアとして仕事をして
いく中で、肝心となるコミュニケ―ション力
や協調性が養われたと思います。
大変楽しい思い出が出来ました。

●山中悠梨音（那珂高卒）さん
・・・全体を通して、相手のためのコミュニ
ケーション能力の大切さや仲間の必要性を強
く感じました。社会に出て、グループやチー
ムでの活動にこの交流会で学んだ相手を気遣
ったコミュニケーションを意識して
社会に貢献していきたいと思います。

●市村春樹（中央高卒）さん
・・・このような体験を通して、仲間
との絆が深まり、新たな発見や感動
を共有することが出来ました。

●飛田美優（勝田工高卒）さん
・・・交流イベントは、これから社会
人として社会とかかわっていく私
たちに必要な経験だったと思う。

●野村未結（水戸二高卒）さん
・・・小中学生の時も青年の家でカレーや焼
きそばを作ったことがあったので
すが、今までで一番楽しかったです。

●廣木優香（水戸三高卒）さん
・・・仲良くなった人との関係を大切にし、
今の自分に何が出来るのか考え続
ける姿勢を持ち続けていきたい。
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